
「自己肯定感を上げよう」とか、「もっ
と自分を好きになろう」とか、そうい
うことばかり言われるじゃないですか。
ヨシタケ　それなのに自分を許してあ
げられないからつらいんですよね。
結果が出せないから、さらに焦って
いく。僕もずっとそれで苦しんでいて、
これはそもそも、「自分を認めてあげ
ること」をゴールにすることが間違っ
ているんじゃないかと、ふと思ったと
きがあって。
苫野　なるほど。
ヨシタケ　それを認められないと失敗
なのだとしたら、自分は失敗だなっ
て思ったんですよ。だから、全員を「失
敗じゃない」とするには、どうすれ
ばいいんだろうと思ったときに、「嫌
いな自分に慣れることも自己肯定の
一つだな」というストーリーを作って
いくのが、大事な気がしています。
苫野　先ほどの、生き方の選択肢を
増やすという話ともつながりますね。

ヨシタケ　自分が望んでいないことが
起きたときに、それをどう受け入れ
るか。いい諦め方というか、一つの
事実を受け入れるためのストーリー
をたくさんもっておくに越したことは
ないんですよね。
苫野　そのとおりだと思います。
ヨシタケ　だから、未来を生きていく
うえで、そんなストーリーをたくさん
用意していきたい。その中で、「自分
を嫌いなまま生きている人って、けっ
こういるんだよ、俺もそうだよ」と
言いたい。「自分のことは嫌いだけど、
もう変えられないもんな」っていうの
も、一つのストーリーになるし、「自
分を認めてあげられたら、そっちの
ほうが楽しいけど、それ、毎日でき
る人もいないんだよ」っていうストー
リーも用意したいと思います。
苫野　「自分を嫌いなまま生きてもい
い」って、なんだか、すごい言葉を
いただきましたね。

合うというルールを共有しようという
こと。それを哲学では、「自由の相互
承認の原理」といいます。
ヨシタケ　お互いを認め合うというの
は、まず一つのゴールですよね。教
科書的にも、教育の枠の中でも、「自
分を認めてもらうために、少し我慢
して他人を認める」ということを、目
ざさざるを得ないと思います。それは、
未来に願うことの一つですね。
苫野　そうですね。
ヨシタケ　そのための順番として、他
人を認める前に、「自分を認める」と
いうステージがあると思うんですが、
別に自分を嫌いなまま生きていても
いいんだ、だましだましやってもい
いんだなというところから、世界が
始まる人もいると思うので、落とし
どころをたくさんつくっていくのが、
未来をつくっていくということなのか
なとも思います。
苫野　その考え方はとても新鮮です。
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「
尊
重
」の
本
質
を
探さ

ぐ

ろ
う

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

「本当はしたくないけど「本当はしたくないけど
尊重する」ことって、尊重する」ことって、

あるの？あるの？

なぜなぜ
尊重するの？尊重するの？

どんなとき、どんなとき、
尊重するの？尊重するの？

尊重すると、尊重すると、
どんな変化がどんな変化が
生まれるの？生まれるの？

「「尊重尊重」の」の
イメージはイメージは、、
どんな形どんな形？？

「尊重」と「尊重」と
「「尊敬尊敬」って、」って、

同じ？同じ？

「尊重」が「尊重」が
なくなると、なくなると、
どうなるどうなる？？

尊重されると尊重されると、、
どんな気持ちにどんな気持ちに

なる？なる？

「「尊重」って、尊重」って、
誰誰
だれだれ

のためのもののためのもの？？

動画

「
26

　カ
メ
ル
ー
ン
生
ま
れ
、
日
本
育
ち
」で

考
え
た
こ
と
を
、
さ
ら
に
深
め
よ
う
。

❶

❷

❸❻

❺

❹❼

❽

❾

皆み
な
さ
ん
は
、
何
か
を
尊
重
し
た
経
験
、
ま
た
は
、
誰だ
れ
か
に
尊
重
さ
れ
た
と
感
じ
た
経
験
は
、
あ
り
ま
す
か
。

　そ
も
そ
も
「
尊
重
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
次
の
問
い
を
ヒ
ン
ト
に
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

考えよう

「
尊
重
」の
本
質
に
つ
い
て
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
、
社
会
の
中
で
、

他
者
と
よ
り
よ
く
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
げ
よ
う
。
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正
義
っ
て
、辞
書
に
は「
正
し
い
道
理
」と
か
、

「
人
の
行こ
う

為い

の
正
し
さ
」と
か
、か
い
て
あ
る
。

正
義
で
人
を
助
け
る
こ
と
が
あ
る
。

正
義
が
人
を
救
う
こ
と
も
あ
る
。

で
も
、
正
義
っ
て
人
に
よ
っ
て
違ち

が

う
。

い
ろ
ん
な
立
場
の
正
義
が
あ
る
。

と
て
も
大
事
だ
か
ら
こ
そ
、
異
な
る

正
義
ど
う
し
は
、
お
互た
が

い
譲ゆ
ず

り
合
う
こ
と

が
難
し
い
。

「
正
義
の
た
め
」だ
っ
た
ら
、

人
は
戦
争
だ
っ
て
で
き
て
し
ま
う
。

み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
の
正
義
が
、

み
ん
な
を
不
幸
に
す
る
こ
と

だ
っ
て
あ
る
。

正
義
の「
正
し
い
」使
い
方
っ
て
、

ど
う
す
れ
ば
わ
か
る
ん
だ
ろ
う
？

こ
の
先
、
き
み
の
中
の
正
義
を

問
わ
れ
る
時
が
い
ろ
ん
な
場
面
で

や
っ
て
く
る
。

友
だ
ち
に
。
大
人
た
ち
に
。

そ
の
時
、
い
ち
ば
ん
大
事
に

す
る
べ
き
も
の
っ
て
、

な
ん
だ
ろ
う
？

誰だ
れ

か
を
否
定
す
る
の
で
も
な
い
、

誰だ
れ

か
に
譲ゆ

ず

る
の
で
も
な
い
、
そ
ん
な

「
し
な
や
か
な
正
義
」を
つ
く
っ
て
、

み
ん
な
で
上
手
に
使
う
こ
と
は

で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
？

み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
は
、

正
義
は
い
ち
ば
ん
大
事
っ
て
こ
と
？

で
も
、「
正
し
い
」っ
て

ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？

「
正
義
」っ
て
、
な
ん
だ
ろ
う
。
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苫野先生からのご提案をもとに教材化したページ
（2年「尊重の本質を探ろう」p.128-129）

ヨシタケさんに描きおろしていただいた
「なんだろう なんだろう」のページ（1年 p.82-83）

お二人の対談を
動画で楽しみたい方は、
こちらから。

※資料は、こちらから
　ご覧いただけます。

徳科の目ざすところは、よりよく生きる力を育
てることにあり、そのため学習指導要領では 22

の内容項目が掲げられています。これらの項目は、相
互に関わりなく独立しているわけではなく、大きく捉
えれば「思いやり」という共通要素があるように考え
られます。思いやりは、自分自身に向けて、他者に向
けて、集団との間で、そして、生命や自然との間でも
共通して、その関わりを支える土台となる心の働きだ
と思うからです。
　今回は、思いやりの心の発達について考えてみま
しょう。

相手の立場を思いやる力──役割取得能力

　ここでいう「思いやり」とは、相手の気持ちを推測し、
コミュニケーションを取って理解しようとすることで
す。この能力は「役割取得能力」とよばれ、自己の立
場のみならず他者の立場に立ち、相手の感情や考えを
理解できることを指します。つまり、重要なのは、「自
分と他者は同じ人間なのだから、言わなくてもわかる」
と発想するのではなく、「同じ人間であっても、違う
個性である」と理解することだといえます。役割取得
能力は、下表のレベル０～４のように、発達段階に応
じて成長していきます。

思いやりを育てる教育

　役割取得能力を育てる実践を一つ紹介します。表の
レベル 2の役割取得能力を身につけることを目ざし、
二人称の葛藤場面を提示する実践です。二人の登場人
物の視点から葛藤場面について考えることで、人に
よって考え方が違うことに気づかせ、役割取得能力を
高めることができます。ここで扱った資料については、
ウェブサイトをご参照ください（※）。
　本実践では、教材を途中まで読み進め、二人の中心
的な登場人物の思いが擦れ違って衝突が起こる葛藤場
面で中断を入れて、互いにどんな行動を取って解決す
るか、ペア・ロールプレイを行います。
　例えば、登場人物のＡとBが衝突する場合、ペア・
ロールプレイでは、Ａの立場でロールプレイを行った
後、役割を交代してＢの立場でもロールプレイを行い
ます。このとき、子どもたちは、Ａの立場に立ったと
きにはAに寄った考えを、Ｂの立場に立ったときには
Ｂに寄った考えをもちやすくなります。そのため、Ａ
とＢ両方の立場に立つことで、Ａの立場に立ったとき
とＢの立場に立ったときの、自分の考えの矛盾に気づ
き、他者の視点を意識できるようになります。この気
づきが、「同じ人間であっても、違う個性である」と
理解することにつながります。
　授業のまとめでは、子どもの発達に応じた「書いて
表現する」ワークを行います。「私から登場人物のＡへ」
（「私」が「私」の立場で「あなた（Ａ）」の気持ちを
考える練習）という手紙を書かせます。相手の気持ち
を考えること、そして互いの気持ちを表現することを
学ぶことができます。

道徳授業を成功させよう

渡辺弥生
（法政大学教授）
Yayoi Watanabe

第 7 回 思いやりの心はどのように発達するか

道

発達心理学、教育学博士。法政大学文学部教授。著書に『感情の正体
――発達心理学で気持ちをマネジメントする』（筑摩書房）、『子ども
の「10歳の壁」とは何か？　乗りこえるための発達心理学』（光文社）
など。監修に『まんがでわかる発達心理学』（講談社）など。光村図
書小・中学校「道徳」教科書編集委員。

渡辺弥生●わたなべ やよい

表　役割取得能力の発達段階

レベル0 自分と他者の視点を区別することが難しい。

レベル1
自分の視点と他者の視点を区別して理解するが、相
手の気持ちの推測については、「笑っているから楽
しいのだろう」という表面的なレベルにとどまる。

レベル2

他者の視点から自分の思考や行動について内省で
きる。また、他者もそうすることができることを理
解する。外から見える自分と、自分だけが知る現実
の自分という二つが存在することを理解するように
なる。

レベル3
自分と他者の視点以外、「私」と「あなた」を外か
ら見ている第三者の視点をもつことができるように
なる。

レベル4
自分がさまざまな社会的カテゴリーに所属している
ことを意識できる。また、経験していない立場をイ
メージして推論できるようになる。


